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 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

0237-43-3411

0237-43-8830

連絡先

見学可能日時

内　　容

申込み方法

1時間～1時間30分程度

4～11月、毎週月曜日から金曜日　9時から16時まで
※屋外での見学時の凍結による転倒防止のため

　私たちは、「食糧生産」と「環境保全」という、生命維持に必
要な分野に関わるモノづくりに取り組んでおります。SDGｓが
掲げる持続可能な開発目標とは共通点が多々あるため、そ
の趣旨に賛同し、「山本製作所SDGｓ宣言」を実施しました。
地域そして社会との信頼関係を大切にし、社会課題の解決に
努め、世界が目標に掲げるSDGｓの達成にチャレンジしてま
いります。

　1年間で1.9メガワット、一般住宅520戸分
の1年間の電力を自家発電しています。
　以前は野球グランドとして地域のみなさま
に開放し地域貢献をしていました。しかし今
は、自らがエネルギーをつくる会社になるこ
とで地球貢献することを目指しています。

□

環境学習施設等（講座等）事業報告書

株式会社山本製作所

環境分野種別 認定番号

再生可能エネルギー
講座

999-3701

東根市大字東根甲5800-1

「ものづくり」企業の環境保全の取り組み

ぷらしる （プラスチック材質判別装置 ）

制限ありの場合、対象者とその理由株式会社山本製作所　東根事業所

<< 事業の内容 >>

制限なし

対象者

制限あり

担当者名 ：

HPのURL ：

正成 隼人

http://www.yamamoto-ss.co.jp

h-masanari@yamamoto-ss.co.jp

団体名

 部 署 名 ：

所要時間

１回あたり受入れ可能人数

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（30日前まで）

　申込みの際の注意点 利用料金

様式第６号（第７条関係）

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業

※ご相談ください

地球温暖化対策

循環型社会形成

自然との共生

生活環境の保全

施設

その他（　　　　）

所在地

省エネルギー
■

経営企画部 広報グループ

36 平成26年1月24日

提供している環境学習のポイント

http://www.yamamoto-ss.co.jp/
mailto:h-masanari@yamamoto-ss.co.jp


　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

令和3年度の受入れ実績

・新型コロナ感染症対策（社員の検温、消毒、マスク着用など）
・帽子を貸与し、落下物によるケガを防止する
・見学の際には専用スタッフが見学者をガイドする
・熱中症予防のための飲料提供

経営企画部
部長兼広報グループリーダー

その他
参考事項

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

専門スタッフ 氏名

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

第2回ひがしねサイエンスアカデミー

氏名 轟　克久

6名

第2回ひがしねサイエンスアカデミー

実　　績

・小学生
・中学生
　※ひがしねサイエンスアカデミー
・高校生

　小学生から大人まで安心してご見学いただけるコースになっております。山形県
に本社を構え、2018年には創業100周年を迎えた歴史ある会社です。
　環境に配慮したモノづくりの製造工程をご見学いただけるほか、自社製品である
プラスチック材質判別装置「ぷらしる」を活用した「プラスチック」および「プラスチック
リサイクル」に関する授業、ペレットストーブを活用した「木質バイオマスエネル
ギー」に関する授業を実施しています。
　また、2005年から取り組みを開始し、2008年に宣言をした「ゼロエミッション活動
（社内からでる一般廃棄物を会議りなくゼロにする取り組み）」についてもご覧いた
だけます。普段目にすることがない製造メーカーの産業機械や社員の働く姿を是非
ご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症の蔓延如何によっては、受け入れをお断りする場合
がございます。事前にご連絡をいただき、その時の状況に応じて受け入れの可否を
判断させていただきます。
予め、ご了承の程宜しくお願い申し上げます。

経営企画部
広報グループ

正成　隼人


